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<研 究 目的>

研 究I, IIに 引続 き, 舞 踊 に対 す る言 語上 の接近

の様 相 を解析 し, 舞 踊 の特 質 と成立 の諸 条件 表

現 と伝達(作 品 一 鑑 賞)の 機 制一 を明 らか に しよ

うとす る もの であ る。

<研究 方法 及 び対 象>

下 記 の新 聞紙上 に掲載 された舞 踊(モ ダン ダンス)

に関す る記事 につ いて

(1) 先 に行 った研 究I, II(舞 踊 学2号)と 同 じ く

用語 を抽 出, 類別 し, 分 類表 を作 成 して, 批 評 ・紹

介記事 に表 われ た舞 踊用 語 の実態 をみ た。

(2) 更 に, 批評 ・紹介 記事(601作 品)の 文章 に

つ いて意 味 を微 分 し, 言語 上 に表 われ た舞 踊の構造 ・

機能 特性 を弁別 した。 即 ち, 舞 踊 の 構 造 ・機 能 を, 
1主題 TL

eme or Original Plan 2身体 Body 3運動

Movement 4変 化 Variation 5連 続 Sequence 6群

Group 7構 成 Composition 8作 品 Artistic ork 及

び9美 的 形成 原理 Aesthetic Principlelo 情 調 Feel-

ing Value11効 果Stage ffect, Music or Soundに

要 素化 し, それ を成立 させる12作 者Choreographer
13演 者Dancer14公 演Dance production15観 者Ar

dience or Criticの 要 素 を外廓 に 配 して, 舞 踊作 品

と鑑 賞の メカニ ズム を仮 説的 に設定 し, (図 式化)批

評 ・紹介 記事 の意 味微 分 を集積 して各要 素 の相 互連

関 をみ, 「構 造 ・機 能 と要 素化 」の妥 当性 を検証 した。

(図式 は学 会発 表 資料P.17参 照)

批評 ・紹 介 記事 は, (1)作 品 その もの に対す る直接

的 な記述 と, (2)地 域 的, 歴 史 的 に社 会 文 化Social

Cultureを ふ まえて 間接 的に述 べ られ た もの とに分

け, 公演予 告 は除 外 した。

対 象記事 は, 一般 紙(朝 日新 聞), 専 門紙(オ ン・

ステ ー ジ新 聞)昭 和52年1月 ～54年12月 の舞 踊批 評 ・

紹 介 記事総 数284篇(601作 品 ・批評 記事187, 執筆 者

12名)

<結 果 と考察>

(1) 舞 踊用語 に つ いては: 抽 出 した用 語総 数2811

語 の 中, 頻数5以 上 の項 目につ いて み る と, 1テ ーマ

(98)2動 き(185)3群 舞(35)4構 成(382)5振 付(130)
6作品(620)7衣 裳 ・照明 ・道具 ・装置(162)8音 楽(145)

9ダ ンサー(400)10公 演(318)11振 付者(147)12観 者

(189)の 分 野 に類別 され, 一般 に同義語 が 多様化 す

る傾 性 が認 め られ た。働 き"に つ いて の技術 用語 は

分化 しな いが, 略ダ ンサー"(肉 体, 動 き, 技術, 演 技, 

表現, 個 性, 素 質 な ど), "構 成"(展 開, シー ン, 全

体, 部分, ラス ト, オー プニ ン グな ど), "作 品"(小

品, ソロ, デ ュエ ッ ト, トリオ, 仕 上 り印象, 配役

な ど)の 用語 に はひ ろが りが認 め られ た。(以下 省略, 

発表 資料P.5～16参 照)

(2) 意 味微 分 に よ り舞踊 の構 造 ・機 能特 性 をみ た

結果 で は: 図1-運 動 の要 素 に示す よ うに, "運動 の

要素"は, 身体 と運動(B-M, B-M-FV), 運動

と変化(M-V), 運 動 と連続(M-S, M-S-FV), 

主題 と運動(T-M), 運動 と情 調(M-FV)と 結 び

つ いてお り, 「舞 踊運動 形成 の機能 」を示 す と認め ら

れ る。

構 成 ・群 の要素 は, 図I-構 成 ・群 の要 素 に示す

ように, 主題 ど構 成(T-C, T-M-C), 運動 と構

成 と視 聴覚 効 果(M-C-SE), 構 成 と作 品(C-W), 

構 成 と群(C-G), 構 成 と変化(C-V, C-V-FV), 

構 成 と情調(C-FV)な どと結 びつ き, 「全 体構 成 の

機 能」 を示す と認 め られ る。

作 品の要 素 では, 主題 と作 品(T-W), 作 品 と構

成(W-C), 作 品 とダ ンサ ー(W-D), 作 品 と情調

(W-FV, W-FV-SC, W-SC), 作 品 と振付 者

(W-Ch)と 多 く結 びつ いてお り, 「舞 踊作 品 の実現

の機能 」を示す とみ られ る。(発表 資料, P.18～24参 照)

批評 は各 機能 と も情調 とか か わ って記述 され るこ

とが 多く, 「ほ のぼ の とした幸福 感 につつ まれ た作 品」

の よ うに作 品全 体 を形容 す る記述 か ら, 「動 きはか な

り激 しい もの の連続 だが, 空 間全体 は静寂 の気 で満

ちて い るdの よ うに, 運 動 の連続 を通 して出現 され

る イメー ジに 言及 す る記述等 に及 ん でい る。

意 味 微 分 の 〔凡 例 〕(発 表資料P.3～4参 照)
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特 に"ダ ンサ ー"に 対 す る記述 は 多義 で あ り, ダ

ンサー に要 求 され る美 的形成 の用 語か らは, 「切 れ味

の あるテ クニ ック, ギ リギ リまでため て お き タイ ミ

ン グよ く発 散 させ る コツ, ぴた りと決 ま る動 き, 存

在感 を持 続 させ る, 振付 を与 え られれ ば …… 自分 の

舞 踊 を こ しらえ る, 舞 台上 に人澗 の生 き ざま を出 し

て くる… 」等, 身体 の コ ン トロー ルか ら, 表現 の独

自 を拓 く心 身 の調整や 精神 的態度 に わた り, 「人間性

に裏 打 ち され た技術 」 として, 情調 とかか わ った運

動, 即 ち"舞 踊運 動"の 実 現 を精緻 に 求 め る批 評文

の 特性 が認 め られ た。(発 表 資料, P.26～28参 照)

以上 の点 か ら, 舞 踊作 品 の成 立 と鑑 賞 の メ カニ ズ

ム は, 批 評 ・紹 介記 事 の意味 微分 に よ り, 仮 説 的に

設 定 した各 要素 は機 能的 に一 定 の関係 を もち, その

構 造 ・機 能 と要素 化 の図 式 の妥 当性 を検証 し得 た と

認 め られ る。

(註)本 研究は, 昭和55年度お茶の水女子大学人文科学研究科

舞踊教育学専攻の 「舞踊教育学実験実習」として行った

ものである。(松本)

((1)の 事 例)

T-M 動 きは いわば主題 か ら極端 に遠 い処 にあ り

B-M 腹部 を両手 で叩きつけ

B-M-FV 腕の動 きが痛快

M-V 静かに ゆっ くり屈 曲す るダ ンス

M-S 常に同 じ形 で反復

M-FV ハー ドな

((2)の 事 例)

T-M-C "花 が散 る"と いった動 きを増 してゆ くバ リ

エー ションを中軸 とした巧 みがあ る

T-C 「オセロ」を: 4人 の主演者 のみに よっ＼て(他 に

コロスが登場)そ の心の葛藤 を浮彫 りにす る

C-V3 人の静かな感 じの踊 りで始 ま り, それぞれ

のソロ, 激 しい盛上 りと続 き, 短 いエ ピロー

グで幕 となる

G-C-D 彼 自身が狂言 まわ しにまわ り, 船 橋啓子 と柳

下規 夫の コンビが芯 になる。 それ を14人 の群

舞が かこむ

W-C 前半 と後半 とに分 かれ ている

C-FV 全体 は古典 的な構 成

C-Ap 全体 は四章 か ら成 って いて, それぞれが ひ と

つのエ ピソー ドを形づ くっている

((3)の 事 例)

W-T この作 品は(K)の 考えたユー トピアの表現 な

のだ と思 う

W-C 全体 をもう少 し刈 り込んで作 品の構 造 を強 ～

印象づけて くれ れば もっと良か っ却

W-FV 力強 さを感 じさせ た作 品

W-FV-AP 典 型的なモ ダンダンスふ うの陽気 な作 品

W-D (A)と(B)と いう個性 的なダ ンサー を選 んだ

こ とが成功の鍵

W-D-FV. 実力あ る若手 ダンサー をた っぷ りと配 した厚

みのあ る作品.

W-FV-SC ついに 日本のモダ ンダンスに もこうい う作 品

が出て来たな とい う感 じ

図1. 作品一鑑賞の構造 ・機能
(1)運動の要素

図1. (2)構 成の要素

図1. (3)作 品の要素

表1. 意 味 微 分
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